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寒さも厳しくなり、乾燥した日が続いています。風邪予防をしっかりして、体調管理に気を付けて

ください。 

今年は 2 月 12 日(水)～3 月 5 日(水)に蔵書点検を行います。この期間中、図書館は閉館となりま

す。返却したい資料がある場合は「返却ＢＯＸ」をご利用ください。蔵書点検は全ての資料の状態や

並べている場所を確認・整理し、より良い利用環境を提供するために欠かせない作業です。ご不便を

お掛けしますが、ご理解とご協力をお願い致します。 

在学生には春季長期貸出を行っています。実習に行く予定の学生は、8 冊まで借りることができま

すので、職員までお声掛けください。必要な資料を前もって早めに借りるよう、ご協力お願い致しま

す。貸出期間が長くなりますので、図書館で借りた資料を忘れたり、無くしたりしないように自己管

理を徹底してください。 

卒業予定生は、卒業後に所定の手続きを行えば貸出が可能です。詳しくは図書館 HP をご確認くだ

さい。 

１月下旬から３月にかけて開館時間が通常と異なりますので開館カレンダーを別途でご用意しま

す。よくご確認のうえ、ご来館ください。急遽変更があった場合は、図書館 HP でお知らせ致します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・春休みの長期貸出・・・・・・・・・・・・・・ 

開始日 １月７日(火) 返却日 ４月８日(火) 

※卒業予定生は、１月２０日(月)までの貸出となります。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今月の特集・・・『芥川賞・直木賞受賞作品 特集』 

芥川賞・直木賞の候補作が発表されました。歴代の受賞作品をご紹介します。 

 

● 「サンショウウオの四十九日」朝比奈 秋 著／新潮社【913.6-ｱ】第171回芥川賞 

 ･･･一人分の体を結合双生児として共有している二人の物語。『自分』と『他者』の境界線はどこにあるのか。 

● 「ツミデミック」一穂 ミチ 著／光文社【913.6-ｲ】第171回直木賞 

 ･･･パンデミックが惹き起こした、６つの罪の短編集。ホラーあり、感動ありで最後まで楽しめます。 

● 「この世の喜びよ」井戸川 射子 著／講談社【913.6-ｲ】第168回芥川賞 

 …「この世の喜び」を思い出し、伝えるための不思議な小説。詩集のような浮遊感が印象的な一冊です。 

● 「八月の御所グラウンド」万城目 学 著／文藝春秋【913.6-ﾏ】第170回直木賞 

 ･･･陸上と草野球、２つのスポーツを描いた２編の青春小説。京都で起きた、不思議で切ないお話です。 

● 「推し、燃ゆ」宇佐見 りん 著／河出書房新社【913.6-ｳ】第164回芥川賞 

 ･･･推していた地下アイドルがファンを殴って炎上した。『推し』という拠り所を失った先にあるものは。 

● 「しろがねの葉」千早 茜 著／新潮社【913.6-ﾁ】第168回直木賞 
 ･･･石見銀山に伝わる言葉をもとに、戦国末期のシルバーラッシュを生きる一人の女性を描いた時代小説。 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

●●編集後記●● 

年が明けて、一段と寒さが厳しくなってきましたが、皆さんは元気にお過ごしでしょうか。乾燥もひど 

く、感染症も猛威を振るい始めています。防寒と感染対策をしっかりして、この冬を乗り切りましょう！ 

この図書館だよりでもお知らせしている通り、在学生向けに春休み長期貸出を行っています。貸出期間 

が長くなりますので、借りていることを忘れないようにご注意ください。卒業予定生は授業終了日が返却 

日となります。必ず卒業前に返却をお願いします。 

春休み中の図書館についてはホームページを随時更新していますのでご確認ください。 

 

次号の『図書館だより』は2025年4月に発行予定です。バックナンバーはこちら→ 

担当 加羽澤 

貸出ランキング ～11・12月～ 

貸出回数 書     名 著 者 名 出 版 社 

3回 だれのごちそう？ ねもと まゆみ 脚本 童心社 

3回 えんそくバス 中川 ひろたか 文 童心社 

2回 けんかのあとのごめんなさい 森山 京 原作 童心社 

2回 ねずみくんのクリスマスのおうちさがし レベッカ・ハリー え 世界文化ワンダーグループ 

2回 パンダさんパンダさんなにしてるの？ とよた かずひこ 脚本・絵 童心社 

2回 おむすびくん とよた かずひこ 脚本・絵 童心社 

 

 

 

『ゆびさきに魔法』 三浦しをん 著／文藝春秋／913. 6-ミ 
 

三浦さんのお仕事小説にまた新たな一冊が加わりました。今までも辞書編纂、林業などマニアックな職業に 

スポットライトを当てきましたが、今回も興味のない人には全く響かないだろうなという職業のお話しです。 

ネイルサロンを営んでいる、ネイリストのお話し。特に生活必需品でもないネイルに毎月お金をかけるなん 

て・・。ネイルをすることにまだまだ偏見もある世の中。でも、指先を華美にするだけがネイリストの仕事で 

はない！爪の健康を守り、傷ついた爪を補強、仕事や家事・育児に忙殺されている人の心に潤いを与える。爪 

全体のプロフェッショナル！それがネイリストです。この本を読むとネイリストの職業イメージが覆るかも!? 

 

たった3週間で消えてしまう魔法ですが、眺めるたびに少し幸せな気持ちになれるネイルアート。それを施 

すためには、たゆまぬ努力が必要で、今まで知らなかったネイル技術についても細かく書かれています。三浦 

さんの書くお仕事小説は、リサーチや取材が素晴らしくて臨場感があります。女性だけでなく男性が読んでも 

面白い小説です。装丁も素敵なので、今までネイルに関心のなかった方にもぜひ手に取っていただきたい一冊 

です。 

 

推薦者 岡本  


